
天井脱落対策に係る基準

■ 天井脱落対策に係る基準

現状 基準（仕様ルート）

クリップ、ハンガー等の接合金物
引っ掛け式等で地震時に
滑ったり外れるおそれ

ねじ留め等により緊結

密に配置

吊りボルト、斜め部材等の配置 設計により様々

密に配置
吊りボルト １本／㎡
強化した斜め部材 基準に従って

算定される組数

吊り長さ 設計により様々 ３ｍ以下で、概ね均一

設計用地震力（水平方向） 実態上、１Ｇ程度 最大２．２Ｇ

クリアランス
実態上、明確に設けられ

原則 ６ 以上クリアランス
実態 、明確に設けられ
ていない

原則、６ｃｍ以上

■ 現状の在来工法による天井の構成例

斜め部材


